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一
　
山
間
の
が
た
く
り
馬
車

秋
の
雨
し
め
や
か
に
降
る
日
、
夜
光
命










飄
然
來
り
て
裸
男
を
訪
ひ
、
『
久
し

く
旅
行
せ
ざ
り
き
。
今
や
紅
葉
正
に
好
し
。
何
處
か
へ
出
掛
け
ず
や
』
と
い
ふ
。

『
我
れ
と
て
も
近
來
髀
肉
の
歎
に
堪
へ
ざ
る
が
、
例
の
軍
用
金
な
き
を
如
何
ん

せ
む
』
と
云
へ
ば
、
『
其
儀
は
心
配
に
及
ば
ず
』
と
い
ふ
。
『
さ
ら
ば
、
善
は

急
げ
。
今
日
雨
を
衝
い
て
程
に
上
ら
む
』
と
云
へ
ば
、
『
何
處
へ
行
く
』
と
問

ふ
。
『
何
處
で
も
好
け
れ
ど
、
利
根
川
を
溯
り
て
沼
田
に
至
り
、
會
津
街
道
を

取
り
、
白
根
温
泉
を
經
て
金
精
峠
を
越
え
、
湯
本
温
泉
に
浴
し
、
中
禪
寺
湖
を

繞
り
て
日
光
に
達
し
、
そ
れ
よ
り
汽
車
に
て
歸
途
に
就
く
や
う
に
し
て
は
如
何

に
ぞ
や
。
日
光
に
遊
ぶ
者
は
、
大
抵
中
禪
寺
湖
よ
り
引
返
す
、
湯
本
ま
で
行
く

も
の
は
稀
れ
也
。
金
精
峠
を
越
ゆ
る
は
、
異
數
也
。
今
、
裏
口
よ
り
金
精
峠
を

越
え
ゆ
く
は
、
ま
た
快
な
ら
ず
や
』
と
云
へ
ば
、
『
好
か
ら
む
』
と
い
ふ
。

『
十
口
坊







は
誘
ふ
か
、
誘
ふ
ま
い
か
、
ど
う
し
た
も
の
に
や
』
と
云
ふ
折
し
も
、

噂
を
す
れ
ば
影
と
や
ら
、
旅
運
強
き
十
口
坊
、
偶
然
來
り
會
す
。
固
よ
り
厭
な

筈
な
し
。
午
後
三
時
を
期
し
て
上
野
驛
を
發
す
。

　
高
崎
驛
に
て
電
車
に
乘
換
へ
て
、
澁
川
町
に
著
き
し
は
、
夜
の
八
時
半
也
。

饑
ゑ
て
は
食
を
擇
ば
ず
、
夜
更
け
て
は
宿
屋
を
擇
ば
ず
と
悟
り
顏
し
て
、
車
掌

の
勸
む
る
ま
ゝ
に
、
一
旅
店
に
投
じ
た
る
が
、
女
中
ま
で
も
浴
し
た
る
後
の
風

呂
、
白
く
濁
り
て
、
ぬ
る
く
、
而
も
垢
臭
く
、
通
さ
れ
た
る
前
二
階
の
六
疊
の

部
屋
、
三
人
に
は
、
ち
と
窮
屈
也
。
酌
す
る
女
中
の
蒼
く
て
血
の
氣
な
き
に
、

酒
も
う
ま
か
ら
ず
。
よ
い
加
減
に
切
上
げ
て
寢
に
就
く
。

　
明
く
れ
ば
、
雨
な
ほ
止
ま
ず
。
沼
田
行
の
鐵
道
馬
車
の
一
番
發
に
乘
ら
む
と

て
、
停
車
場
に
駈
け
つ
く
れ
ば
、
馬
車
は
早
や
十
分
前
に
發
し
た
り
。
や
れ
〳

〵
次
の
發
車
ま
で
は
、
一
時
間
も
待
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
十
口
坊
駄
句
り
て
曰

く
、

　
　
次
の
馬
車
待
つ
山
驛
の
秋
し
め
り

　
裸
男
は
傘
を
さ
ゝ
ぬ
つ
も
り
に
て
、
ゴ
ム
引
き
の
マ
ン
ト
を
被
り
た
る
が
、

古
び
た
る
事
と
て
、
雨
漏
る
。
馬
車
を
待
つ
餘
裕
あ
る
に
つ
れ
て
、
傘
を
買
ふ

か
、
買
ふ
ま
い
か
と
思
案
し
、
遂
に
買
ふ
と
決
心
し
て
、
番
傘
を
買
ひ
た
る
が
、

果
敢
な
や
、
人
間
の
智
慧
の
一
寸
先
は
闇
、
馬
車
未
だ
沼
田
に
著
か
ざ
る
前
に
、

天
氣
は
快
晴
と
な
り
た
り
。
失
策
つ
た
り
と
天
を
仰
げ
ば
、
太
陽
人
を
笑
ふ
に

似
た
り
。

　
右
に
赤
城
山
、
左
に
榛
名
山
、
自
然
の
關
門
を
成
し
て
、
利
根
の
本
流
中
を

貫
く
と
い
ふ
天
下
無
比
の
壯
觀
も
、
馬
車
の
中
に
て
は
十
分
に
賞
玩
す
る
に
由

な
し
。
利
根
の
支
流
な
る
吾
妻
川
を
渡
る
に
、
大
い
に
濁
れ
り
。
右
に
利
根
の

本
流
を
見
る
。
吾
妻
川
よ
り
は
少
し
澄
め
り
。
そ
の
利
根
の
本
流
に
會
す
る
片

品
川
を
見
れ
ば
、
全
く
澄
み
切
れ
り
。
裸
男
曰
く
、
『
わ
れ
ら
三
人
を
川
に
比

す
れ
ば
、
十
口
坊
は
吾
妻
川
、
夜
光
命
は
利
根
の
本
流
、
僕
は
片
品
川
に
非
ず

や
』
と
。
夜
光
命
苦
笑
し
、
十
口
坊
む
ツ
と
す
。
裸
男
言
を
改
め
て
曰
く
、
と

も
か
く
も
我
等
三
人
を
世
上
一
般
の
人
に
比
す
れ
ば
、
世
上
一
般
の
人
は
吾
妻

川
若
し
く
は
利
根
の
本
流
に
し
て
、
わ
れ
ら
は
片
品
川
に
非
ず
や
』
と
。
十
口

坊
も
、
夜
光
命
も
始
め
て
破
顏
す
。

　
鐵
道
馬
車
は
、
沼
田
の
入
口
に
て
終
點
と
な
れ
り
。
會
津
街
道
を
取
り
て
、

が
た
く
り
馬
車
に
乘
る
。
わ
れ
ら
三
人
の
外
に
は
、
乘
客
な
し
。
御
者
も
別
當

も
少
年
也
。
御
者
に
向
つ
て
、
其
年
を
問
へ
ば
、
『
十
六
歳
な
り
』
と
い
ふ
。

『
別
當
の
年
は
』
と
問
へ
ば
、
『
二
十
五
歳
な
り
』
と
い
ふ
。
年
齡
よ
り
云
へ

ば
、
御
者
と
別
當
と
あ
べ
こ
べ
也
。
御
者
の
顏
付
は
利
發
、
別
當
の
顏
付
は
の

ろ
ま
也
。
身
體
は
別
當
の
方
が
少
し
大
な
れ
ど
も
、
二
十
歳
以
上
と
は
見
え
ず
。
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吹
か
で
も
よ
き
に
、
喇
叭
を
吹
き
て
、
御
者
に
叱
ら
る
。
馬
車
の
前
を
走
る
か

と
思
へ
ば
、
忽
ち
立
ち
止
ま
り
、
又
思
ひ
出
し
た
る
や
う
に
し
て
走
る
。
池
を

見
れ
ば
、
立
ち
寄
り
て
石
を
投
ぐ
。
察
す
る
に
、
腦
膜
炎
で
も
病
み
て
、
低
能

と
な
り
た
る
に
や
。
御
者
曰
く
、
『
あ
の
男
は
、
別
當
よ
り
外
に
は
何
も
使
ひ

道
な
し
。
然
る
に
感
心
な
こ
と
に
は
、
月
給
は
一
切
自
か
ら
遣
は
ず
し
て
、
親

父
に
渡
す
』
と
。
世
に
も
氣
の
毒
な
る
親
子
哉
。
試
み
に
御
者
に
向
つ
て
、

『
あ
の
別
當
が
二
十
五
歳
と
は
意
外
也
。
も
う
色
氣
が
あ
る
か
』
と
問
へ
ば
、

『
そ
ん
な
事
は
知
ら
ず
』
と
て
微
笑
す
。

　
高
平
と
い
ふ
處
に
て
、
馬
車
を
下
る
。
是
れ
、
が
た
く
り
馬
車
の
終
點
也
。

一
旅
店
に
午
食
を
頼
め
ば
、
始
め
て
米
を
と
ぐ
と
い
ふ
次
第
に
て
、
凡
そ
一
時

間
も
待
た
さ
れ
た
り
。
今
朝
澁
川
の
宿
に
て
、
『
握
飮
を
こ
し
ら
へ
て
貰
は
む

か
』
と
裸
男
の
云
ふ
に
、
他
の
二
人
は
、
あ
ざ
笑
つ
て
取
り
あ
は
ざ
り
き
。

『
そ
ら
見
給
へ
』
と
、
裸
男
低
き
鼻
う
ご
め
か
す
。
十
口
坊
も
夜
光
命
も
、
唯

〻
苦
笑
す
る
ば
か
り
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
山
間
の
夜
路

徒
歩
し
て
、
栗
生
峠
を
越
ゆ
。
天
氣
と
な
り
て
、
邪
魔
に
な
る
は
、
澁
川
に
て

買
ひ
た
る
傘
也
。
さ
れ
ど
棄
つ
る
も
惜
し
け
れ
ば
、
い
や
〳
〵
な
が
ら
持
ち
ゆ

く
。
い
よ
〳
〵
進
む
に
從
つ
て
、
黄
に
紅
に
、
山
は
い
よ
〳
〵
明
か
也
。
他
所

に
は
見
難
き
桑
竝
木
の
中
を
通
り
て
、
千
歳
橋
に
至
る
。
橋
の
下
は
例
の
澄
め

る
片
品
川
也
。
數
町
の
間
、
兩
岸
は
絶
壁
に
し
て
、
水
急
湍
を
成
し
、
虎
踞
し
、

龍
躍
る
の
概
あ
り
。
一
同
立
ち
ど
ま
り
て
、
こ
れ
は
〳
〵
と
ば
か
り
に
感
歎
す
。

橋
を
渡
れ
ば
、
追
貝
村
に
て
、
物
賣
る
店
あ
り
。
旅
店
も
三
つ
四
つ
あ
り
。
裸

男
數
年
前
、
こ
ゝ
の
一
旅
店
に
や
ど
り
し
こ
と
あ
り
け
る
が
、
今
來
て
見
れ
ば
、

主
人
も
か
は
り
て
、
木
賃
宿
と
な
り
居
れ
り
。
滄
桑
の
感
な
し
と
せ
ず
。
追
貝

に
名
高
き
『
龍
宮
の
椀
』
は
閑
却
し
て
、
吹
割
の
瀧
を
見
る
。
利
根
の
一
支
流

な
る
片
品
川
と
は
云
へ
、
餘
程
の
水
量
あ
り
。
幅
四
五
十
間
、
全
石
を
底
と
な

し
、
水
其
上
を
蓋
う
て
流
る
。
そ
の
底
一
落
し
、
乙
字
形
を
成
し
て
、
瀧
之
に

懸
る
。
中
央
は
瀧
と
瀧
と
相
鬪
ふ
。
水
力
電
氣
の
工
事
の
爲
に
、
少
し
風
致
を

損
し
た
れ
ど
も
、
な
ほ
天
下
無
類
の
奇
景
也
。

　
日
は
暮
れ
む
と
す
。
追
貝
に
宿
ら
む
か
、
明
日
金
精
峠
を
越
ゆ
る
能
は
ざ
る

べ
し
。
明
日
金
精
峠
を
越
え
む
か
、
今
日
、
も
そ
つ
と
進
み
お
か
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
終
に
、
進
む
こ
と
に
決
し
、
途
に
提
燈
と
蝋
燭
と
を
買
ふ
。
そ
の
提
燈
は
、

小
兒
の
玩
具
に
す
る
も
の
に
て
、
極
め
て
小
に
し
て
、
赤
く
色
ど
り
た
り
。
蝋

燭
の
大
き
さ
は
、
紙
卷
の
煙
草
ぐ
ら
ゐ
に
過
ぎ
ず
。
最
も
年
若
き
十
口
坊
、
提

燈
持
と
な
り
、
先
に
立
ち
て
行
く
。
四
面
暗
黒
に
し
て
、
唯
〻
左
方
に
片
品
川

の
水
音
を
聞
く
。
追
貝
よ
り
一
里
半
な
る
須
賀
川
村
に
宿
屋
あ
り
と
い
ふ
を
當

に
し
て
、
須
賀
川
村
に
著
き
た
る
に
、
宿
屋
は
あ
り
た
り
。
さ
れ
ど
『
部
屋
ふ

さ
が
り
居
れ
り
』
と
て
斷
ら
る
。
仕
方
な
し
、
進
ま
む
、
進
ま
む
と
、
失
望
し

て
ぐ
ず
つ
く
夜
光
命
を
促
し
て
行
く
。
鎌
田
村
に
て
、
や
つ
と
乞
ひ
て
、
物
賣

る
家
に
宿
る
を
得
た
り
。

　
草
鞋
を
脱
い
で
、
店
先
に
上
れ
ば
、
折
し
も
買
物
に
來
れ
る
一
紳
士
。
じ
ろ

〳
〵
裸
男
の
顏
を
眺
め
し
が
、
圖
ら
ず
も
裸
男
の
名
を
稱
す
。
『
明
日
金
精
峠

を
越
ゆ
』
と
云
へ
ば
、
『
御
案
内
申
さ
む
』
と
い
ふ
。
座
に
請
じ
て
共
に
飮
む
。

千
明
林
藏
と
い
ふ
人
に
て
、
豫
備
の
陸
軍
少
尉
、
在
郷
軍
人
會
の
片
品
村
支
部

長
な
る
が
、
四
五
年
間
米
國
に
遊
歴
せ
り
と
て
、
詳
か
に
米
國
の
事
を
説
く
。

山
村
に
は
思
ひ
も
か
け
ぬ
こ
と
也
。
扇
持
ち
來
り
て
揮
毫
を
乞
ふ
ま
ゝ
に
、
裸

男
惡
筆
を
揮
ひ
て
、

　
　
米
國
を
語
る
山
家
の
夜
寒
か
な
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三
　
鱒
の
採
卵

明
く
れ
ば
晴
天
也
。
二
三
日
は
雨
降
り
さ
う
に
も
な
し
。
例
の
澁
川
の
傘
を
宿

に
や
り
て
、
始
め
て
重
荷
を
お
ろ
す
。
午
前
七
時
發
足
す
。
千
明
氏
蓑
を
著
け
、

「
ビ
ク
」
を
背
負
ひ
て
導
を
爲
す
。
會
津
街
道
と
別
れ
て
、
小
川
を
溯
る
。
八

時
半
、
白
根
温
泉
に
達
し
て
、
小
憩
す
。
菊
目
石
と
て
、
菊
形
の
紋
理
あ
る
石
、

こ
の
溪
谷
よ
り
出
づ
。
『
持
つ
て
行
か
れ
ず
や
』
と
て
、
主
人
の
出
す
石
、
可

成
り
大
に
し
て
重
し
。
標
本
に
と
て
、
碎
い
て
小
片
と
し
て
持
ち
か
へ
る
こ
と

と
せ
り
。
主
人
紙
を
展
べ
て
、
揮
毫
を
乞
ふ
に
、
十
口
坊
は
、

　
　
紅
葉
す
る
谷
の
出
湯
の
一
二
軒

裸
男
は
、

　
　
温
泉
や
紅
葉
の
底
の
山
の
奧

夜
光
命
も
負
け
ぬ
氣
に
な
り
て
、

　
　
薄
く
濃
く
山
の
紅
葉
の
色
づ
き
て

　
　
　
　
ゆ
は
た
さ
ら
せ
る
小
川
邊
の
里

　
上
れ
ば
上
る
ほ
ど
、
紅
葉
の
美
觀
加
は
る
。
樹
梢
に
「
あ
け
び
」
の
ぶ
ら
さ

が
れ
る
を
見
て
千
明
氏
つ
る
〳
〵
と
登
り
、
も
ぎ
と
り
來
り
て
、
一
行
の
口
に

分
つ
。
い
と
甘
し
。
千
明
氏
曰
く
、
『
我
村
の
少
年
は
、
「
あ
け
び
狩
り
」
と

て
、
辨
當
も
持
た
ず
に
山
に
入
り
、
「
あ
け
び
」
を
取
り
て
食
ひ
つ
ゝ
日
を
暮

ら
す
こ
と
あ
り
』
と
。
山
い
よ
〳
〵
幽
に
な
る
と
共
に
、
溪
川
は
い
よ
〳
〵
小

と
な
る
。
大
尻
沼
に
至
り
て
、
光
景
忽
ち
一
變
す
。
長
さ
十
町
、
幅
二
三
町
、

長
瓢
の
形
を
成
す
。
沼
盡
き
て
、
平
ら
な
る
溪
流
に
沿
ふ
か
と
思
へ
ば
、
や
が

て
又
一
の
山
湖
あ
り
。
丸
沼
と
稱
す
。
四
五
町
四
方
も
あ
り
て
、
ほ
ゞ
圓
形
を

成
す
。
湖
の
北
畔
は
平
地
也
。
清
水
流
れ
、
温
泉
湧
く
。
千
明
森
藏
氏
の
別
莊

あ
り
。
水
産
講
習
所
の
孵
化
場
も
あ
り
。
千
明
森
藏
氏
は
、
片
品
村
第
一
の
財

産
家
な
り
と
の
事
也
。
千
明
由
松
と
い
ふ
老
人
夫
婦
、
そ
の
別
莊
の
番
を
爲
せ

る
が
、
こ
の
由
松
氏
は
、
豪
氣
人
に
絶
し
、
産
業
を
治
む
る
を
屑
し
と
せ
ず
、

劍
術
に
長
じ
、
銃
獵
を
好
み
、
常
に
山
に
入
り
て
猛
獸
と
鬪
ふ
。
或
時
野
津
將

軍
の
案
内
し
て
、
金
精
峠
を
越
え
し
こ
と
あ
り
。
將
軍
そ
の
謝
禮
と
し
て
鐵
砲

を
贈
る
。
由
松
氏
大
い
に
光
榮
と
し
て
、
常
に
野
津
將
軍
を
説
く
。
村
人
は
千

明
由
松
と
は
云
は
ず
に
、
野
津
由
と
い
ふ
に
至
れ
り
と
か
や
。
亦
一
種
の
快
男

子
也
。
午
食
せ
む
と
て
、
別
莊
に
立
寄
り
し
に
、
た
ま
〳
〵
出
張
し
居
り
た
る

川
村
久
次
郎
氏
、
裸
男
の
顏
を
知
る
。
大
い
に
喜
び
て
、
一
同
を
孵
化
場
に
導

き
、
い
ろ
〳
〵
説
明
す
。
水
産
講
習
所
に
て
は
、
五
年
前
、
こ
の
湖
に
姫
鱒
を

放
養
せ
し
が
、
今
や
正
に
そ
の
産
卵
に
際
す
。
雌
鱒
産
卵
せ
む
と
て
、
細
流
を

溯
る
。
雄
鱒
之
に
尾
す
。
共
に
捉
へ
て
、
雌
の
卵
を
絞
り
出
し
、
雄
の
精
液
を

絞
り
出
し
て
之
に
注
ぎ
て
孵
化
す
。
絞
ら
れ
た
る
雌
も
雄
も
共
に
死
し
て
、
人

の
食
と
な
る
。
果
敢
な
き
鱒
の
一
生
哉
。
雌
の
産
卵
期
に
な
れ
ば
、
雄
の
頭
凹

み
て
、
口
尖
る
。
こ
れ
雄
と
雄
が
雌
を
爭
う
て
、
相
鬪
ふ
に
由
る
と
か
や
。
魚

類
に
て
も
、
雄
は
鬪
ふ
爲
に
生
れ
た
る
か
と
、
い
と
ゞ
感
慨
に
堪
へ
ず
。

　
別
莊
の
二
階
に
請
ぜ
ら
れ
て
午
食
す
。
今
日
は
握
飯
を
持
參
せ
り
。
千
明
林

藏
氏
は
蕎
麥
饅
頭
を
饗
す
。
中
に
桑
の
實
の
ジ
ヤ
ム
あ
り
、
み
な
自
家
製
也
。

林
藏
氏
更
に
酒
を
饗
す
。
番
人
の
野
津
由
氏
は
、
鱒
の
燻
製
と
新
し
き
鱒
を
燒

き
た
る
も
の
と
を
饗
す
。
湖
水
の
景
色
、
幽
に
し
て
雅
也
。
こ
の
湖
、
海
拔
五

千
尺
、
高
き
だ
け
に
、
紅
葉
を
見
む
に
は
時
機
少
し
お
そ
し
。
紅
葉
は
多
く
落

ち
た
る
が
、
黄
葉
は
な
ほ
殘
れ
り
。
白
根
山
雪
を
帶
び
て
、
そ
の
頭
だ
け
を
連

山
の
上
に
露
は
す
。
明
年
よ
り
こ
ゝ
に
温
泉
を
引
き
て
旅
館
を
設
く
と
い
ふ
。

眞
に
塵
外
の
別
天
地
也
。
野
津
由
氏
の
乞
ふ
ま
ゝ
に
、
裸
男
先
づ
書
き
な
ぐ
り

て
曰
く
、
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紅
葉
鱒
温
泉
高
さ
五
千
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
闇
の
金
精
峠

風
景
の
美
に
打
た
れ
、
孵
化
の
話
に
興
を
催
し
、
珍
ら
し
き
馳
走
に
舌
皷
う
ち

て
、
こ
の
湖
畔
に
凡
そ
二
時
間
ば
か
り
費
し
て
、
今
や
午
後
二
時
半
と
な
り
ぬ
。

夜
光
命
そ
つ
と
裸
男
の
肩
を
叩
い
て
曰
く
、
『
御
説
の
通
り
握
飯
を
持
參
し
て

も
、
こ
の
通
り
に
非
ず
や
』
と
。
裸
男
一
言
も
な
く
し
て
、
頭
を
掻
く
。

　
い
ざ
と
て
、
林
藏
氏
と
別
れ
て
發
足
す
。
林
藏
氏
一
老
夫
を
し
て
、
導
を
爲

さ
し
む
。
八
町
坂
の
急
路
を
上
る
。
夜
光
命
曰
く
、
『
富
士
上
層
の
胸
突
八
町

よ
り
急
な
り
』
と
。
右
手
に
八
町
瀑
の
水
音
を
聞
く
。
こ
れ
に
就
く
の
路
な
し
。

湖
上
に
舟
を
浮
べ
て
見
ば
、
こ
の
瀧
定
め
て
壯
觀
な
ら
む
と
思
は
る
。
坂
路
盡

き
て
菅
沼
に
出
づ
。
老
夫
舟
を
漕
ぐ
。
こ
の
湖
長
さ
十
四
五
町
、
幅
三
四
町
、

大
尻
、
丸
の
二
湖
に
比
し
て
、
更
に
大
に
、
更
に
幽
邃
也
。
と
に
か
く
に
白
根

の
北
麓
に
連
な
れ
る
三
湖
、
大
な
り
と
は
せ
ざ
れ
ど
、
風
致
あ
り
。
日
光
に
遊

ぶ
も
の
、
脚
力
と
風
景
眼
と
あ
ら
ば
、
閑
却
す
べ
き
に
非
ず
。
夏
は
、
日
光
よ

り
こ
ゝ
に
來
た
る
學
生
や
西
洋
人
少
な
か
ら
ず
と
聞
く
。

　
湖
の
北
端
に
上
陸
し
て
老
夫
と
別
れ
、
い
よ
〳
〵
金
精
峠
を
攀
づ
。
八
町
坂

に
比
す
れ
ば
、
ず
つ
と
勾
配
緩
に
し
て
、
思
ひ
し
よ
り
上
り
易
し
。
頂
上
に
達

し
て
、
時
計
を
見
れ
ば
、
正
に
午
後
五
時
也
。
上
り
來
り
し
方
は
樹
に
妨
げ
ら

れ
て
見
え
ず
。
笈
摺
岩
、
右
に
天
を
衝
く
。
前
方
に
は
男
體
、
太
郎
の
二
山
、

相
竝
ん
で
立
ち
、
近
く
脚
下
に
湯
の
湖
の
一
半
見
ゆ
。
こ
の
峠
海
拔
六
千
六
百

尺
、
箱
根
の
最
高
峯
の
神
山
の
絶
頂
よ
り
も
高
き
こ
と
千
六
七
百
尺
、
通
路
と

し
て
高
き
こ
と
、
天
下
有
數
也
。
日
暮
れ
ぬ
ほ
ど
に
と
て
、
一
呼
し
て
下
る
。

こ
の
峠
に
男
根
の
形
し
た
る
石
を
祀
れ
る
祠
あ
り
と
の
事
な
る
が
、
こ
は
見
落

し
た
り
き
。

　
急
坂
を
下
り
に
下
り
て
、
や
れ
安
心
と
思
ふ
折
し
も
、
路
を
失
ひ
て
澤
に
行

當
れ
り
。
澤
を
下
る
に
、
大
石
小
石
ご
ろ
〳
〵
横
は
り
て
、
手
を
用
ゐ
ず
ば
、

歩
く
を
得
ず
。
夜
光
命
泣
聲
を
出
し
て
、
『
こ
は
人
の
通
る
路
に
非
ず
。
う
か

〳
〵
行
き
て
は
、
ど
ん
な
目
に
遇
ふ
か
も
知
れ
ず
』
と
て
立
ど
ま
る
。
『
ま
ア

〳
〵
行
き
給
へ
。
必
ず
路
に
出
づ
る
に
相
違
な
し
』
と
、
裸
男
勵
ま
し
て
行
く
。

昨
夜
用
ゐ
し
提
燈
ま
た
役
立
ち
た
り
。
提
燈
を
點
ず
れ
ば
、
數
歩
は
明
か
な
る

代
り
に
、
そ
れ
以
外
は
、
提
燈
な
き
よ
り
も
、
却
つ
て
一
層
闇
黒
也
。
『
危
い

〳
〵
』
と
、
夜
光
命
幾
た
び
か
泣
聲
を
出
す
。
『
歩
く
が
危
し
と
な
ら
ば
、
こ
ゝ

に
火
を
焚
い
て
夜
を
明
か
さ
む
か
』
と
云
へ
ば
、
そ
れ
も
い
や
也
。
『
さ
き
へ

行
く
が
危
け
れ
ば
、
あ
と
の
澤
の
入
口
へ
引
返
さ
む
か
』
と
云
へ
ば
、
そ
れ
も

い
や
也
。
『
も
少
し
進
ん
で
見
ず
や
』
と
云
へ
ば
、
そ
れ
も
い
や
也
。
こ
ま
つ

た
こ
と
哉
。
十
口
坊
ふ
と
右
の
方
に
上
り
し
に
、
忽
ち
叫
ん
で
曰
く
、
『
路
あ

り
〳
〵
』
と
。
こ
れ
に
て
夜
光
命
の
機
嫌
回
復
、
元
氣
も
回
復
、
う
れ
し
や
〳

〵
と
熊
笹
の
中
を
通
る
こ
と
、
凡
そ
半
里
に
し
て
、
湯
本
に
著
く
。
夜
光
命
曰

く
、
『
わ
れ
生
れ
て
よ
り
、
今
夜
の
や
う
に
困
り
し
こ
と
無
し
。
提
燈
は
珍
藏

し
て
、
家
の
寶
と
な
さ
む
』
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
田
岡
嶺
雲
の
墓

一
浴
し
て
、
快
更
に
加
は
る
。
晩
食
の
鍋
に
、
紅
の
肉
堆
し
。
食
ひ
て
見
た
る

に
、
牛
肉
に
は
非
ず
。
馬
肉
か
と
問
へ
ば
、
『
鹿
の
肉
な
り
』
と
い
ふ
。
馬
と

鹿
と
は
辨
じ
て
も
、
馬
肉
と
鹿
肉
と
を
辨
ぜ
ざ
る
や
う
に
て
は
、
い
づ
れ
我
等

も
趙
高
に
馬
鹿
に
せ
ら
る
ゝ
を
免
れ
ざ
る
べ
し
、
と
笑
ひ
興
ず
。

　
明
く
れ
ば
、
風
花
に
送
ら
れ
て
湯
本
を
發
す
。
風
花
と
は
、
奧
山
に
積
れ
る
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雪
を
風
の
吹
送
り
來
た
る
也
。
大
尻
、
丸
、
菅
の
三
湖
を
見
來
り
て
、
湯
の
湖

に
對
す
れ
ば
、
更
に
一
層
大
な
る
に
、
目
先
か
は
り
て
面
白
し
。
湯
の
湖
よ
り

瀉
下
す
る
湯
瀑
は
、
高
さ
三
四
十
丈
、
幅
十
數
間
天
下
の
大
瀑
た
る
を
失
は
ず
。

一
里
四
方
の
戰
場
ヶ
原
將
に
盡
き
む
と
す
る
頃
、
右
側
に
龍
頭
瀑
を
見
る
。
瀑

と
し
て
は
勾
配
緩
に
、
急
湍
と
し
て
は
勾
配
急
な
る
奔
流
也
。
中
禪
寺
湖
に
出

づ
。
湯
の
湖
よ
り
も
な
ほ
一
層
大
也
。
海
拔
四
千
一
百
九
十
四
尺
、
ひ
ろ
さ
は

東
西
三
里
、
南
北
一
里
と
稱
す
。
一
里
あ
ま
り
湖
岸
を
つ
た
ひ
て
、
中
宮
祠
に

來
り
、
一
店
に
投
じ
て
、
蕎
麥
を
食
ひ
、
且
つ
飮
む
。
今
日
の
午
食
は
、
早
く

簡
單
に
濟
み
た
り
。

　
湖
と
別
れ
て
數
町
、
絶
壁
の
中
程
ま
で
下
り
て
、
近
く
華
嚴
の
瀑
に
對
す
。

直
下
七
十
五
丈
と
稱
す
。
水
の
一
半
は
、
未
だ
瀑
壺
に
落
ち
ざ
る
前
に
烟
と
な

り
て
上
昇
す
。
い
つ
見
て
も
爽
快
き
は
ま
る
大
瀑
也
。
日
本
の
瀑
布
を
角
力
に

見
立
て
て
、
那
智
を
西
の
大
關
と
す
れ
ば
、
華
嚴
は
東
の
大
關
な
る
べ
し
。
而

も
直
下
の
趣
は
華
嚴
の
獨
得
也
。
見
晴
山
に
上
り
て
、
後
ろ
は
男
體
山
を
仰
ぎ
、

中
禪
寺
湖
に
俯
し
、
前
は
高
原
山
を
望
み
、
野
州
の
平
野
を
見
渡
し
、
近
く
は

大
谷
川
の
溪
谷
を
見
下
す
。
日
光
よ
り
湯
本
ま
で
六
里
の
間
、
見
晴
し
は
、
こ

の
名
詮
自
性
の
見
晴
山
に
の
み
在
り
て
、
單
調
を
破
る
。
舊
道
を
一
呼
し
て
下

り
、
劍
ヶ
峯
の
茶
屋
に
小
憩
す
。
日
光
の
紅
葉
は
、
こ
ゝ
の
眺
望
を
第
一
と
す
。

今
や
眞
盛
り
な
る
が
、
今
年
は
秋
に
な
り
て
雨
多
か
り
し
爲
め
、
平
年
に
比
し

て
色
大
い
に
劣
れ
り
。

　
馬
返
よ
り
電
車
に
乘
り
、
東
照
宮
の
前
に
て
下
り
て
、
板
屋
町
の
淨
光
寺
に
、

田
岡
嶺
雲
の
墓
を
訪
ふ
。
遺
骨
の
一
半
は
故
郷
に
葬
ら
る
。
げ
に
數
奇
の
一
生
、

殊
に
晩
年
は
病
魔
に
襲
は
れ
て
、
湯
河
原
に
ゆ
き
、
熱
海
に
ゆ
き
、
こ
の
日
光

に
も
來
り
し
が
、
終
に
起
た
ず
。
日
光
の
山
は
高
く
、
華
嚴
の
瀑
は
鋭
く
、
大

谷
川
は
清
く
し
て
急
也
。
嶺
雲
の
人
格
と
文
章
と
に
彷
彿
た
る
も
の
な
し
と
せ

ず
。
わ
け
て
日
光
は
雷
鳴
の
し
げ
き
處
、
嶺
雲
が
熱
烈
の
文
字
に
思
ひ
及
ぼ
し

て
、
う
た
ゝ
感
慨
に
堪
へ
ず
。

　
裸
男
は
、
親
戚
の
法
事
の
爲
に
、
こ
の
日
歸
京
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
夜
光
命

に
向
つ
て
、
『
君
は
ゆ
る
〳
〵
東
照
宮
を
見
物
し
給
へ
』
と
云
へ
ば
、
『
拜
觀

料
の
餘
裕
な
し
』
と
い
ふ
。
日
光
を
見
ず
ん
ば
結
構
を
説
く
勿
れ
と
は
、
東
照

宮
の
事
也
。
數
年
前
、
夜
光
命
は
、
裸
男
と
共
に
日
光
に
來
り
た
れ
ど
、
東
照

宮
を
見
る
由
な
か
り
き
。
こ
の
度
も
ま
た
東
照
宮
を
見
る
能
は
ず
。
よ
く
〳
〵

拜
觀
運
の
な
き
男
哉
。
汽
車
に
乘
り
て
、
辨
當
と
酒
と
を
買
へ
ば
、
あ
と
は
無

一
物
、
一
杯
機
嫌
に
腹
も
張
り
て
、
あ
ち
ら
で
も
ぐ
う
〳
〵
、
こ
ち
ら
で
も
ぐ

う
〳
〵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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